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■
二
月
八
日
（
木
） 

 

朝
九
時
に
他
の
二
人
の
講
師
と
成
田
空
港
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
待
ち

合
わ
せ
。
講
師
紹
介
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
山
岸
は
る
み
さ
ん
と
も
三
年
ぶ

り
の
再
会
。
今
回
御
一
緒
す
る
講
師
は
、
将
棋
の
関
口
勝
男
さ
ん
（
日

本
将
棋
連
盟
棋
士
七
段
）
、
コ
ー
ラ
ス
教
室
の
竹
村
淳
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン

歌
手
・
横
浜
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
理
事
）
の
お
二
人
。 

 

今
回
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
ま
で
飛
行
機
で
行
き
、

そ
こ
に
一
泊
、
翌
日
ポ
ー
ト
ケ
ラ
ン
か
ら
大
型
客
船
に
乗
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
由
し
て
、
神
戸
、
横
浜
へ
と
戻
る
三
週
間

の
旅
に
な
る
。
私
は
そ
の
洋
上
で
九
十
分
の
俳
句
教
室
を
十
回
開
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
の
常
夏
の
旅
は
初
め
て
な
の
で

楽
し
み
も
大
き
い
。 

 

十
一
時
五
分
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
七
二
三
便
で
成
田
か
ら
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

目
ざ
し
て
出
発
。
ど
こ
で
魔
法
が
働
い
た
の
か
、
離
陸
が
一
時
間
ほ
ど

遅
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
着
陸
は
ほ
ぼ
定
刻
通
り
。
到
着
す
る
三
十
分

ほ
ど
前
に
な
っ
て
、
実
は
隣
席
の
女
性
も
同
行
の
講
師
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
び
っ
く
り
。
顔
ヨ
ガ
教
室
の
篠
原
も
と
こ
さ
ん
（
顔
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
か
ら
は
四
人
家
族

的
な
行
動
と
な
る
。 

 

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
十
七
時
過
ぎ
に
着
く
と
、
さ
ほ
ど
暑
く
は
な

い
が
湿
気
が
多
い
。
空
港
の
中
で
多
少
戸
惑
っ
た
も
の
の
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
行
動
の

強
み
で
無

事
入
国
。

お
迎
え
の

バ
ス
で
市

内
の
ホ
テ

ル
へ
向
か

う
。
車
中

に
て
、
今

回
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に

つ
い
て
講

演
を
さ
れ

る
バ
ン
バ
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ン
・
ル
デ
ィ
ア
ン
ト
先
生
（
慶
応
大
非
常
勤
講
師
・
和
光
大
学
教
授
）

と
も
一
緒
に
な
る
。
一
人
ま
た
一
人
と
仲
間
が
増
え
る
道
中
は
「
桃
太

郎
」
み
た
い
だ
。
一
時
間

ほ
ど
の
道
中
、
現
地
の
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
す
で
に
夜
の

帳
の
降
り
た
街
並
み
を
眺

め
る
。 

 

空
港
の
あ
た
り
は
、
昔

は
い
ち
め
ん
油
椰
子
の
森

で
あ
っ
た
。
そ
の
真
ん
中
に
空
港
を
作
っ
た
。
ゆ
え
に
、
い
ま
で
も
森

の
名
残
が
空
港
を
取
り
巻
き
、
バ
ス
は
そ
の
中
を
突
っ
切
っ
て
、
市
街

へ
と
向
か
う
。
油
椰
子
は
大
き
な
葉
が
バ
サ
バ
サ
と
逞
し
く
野
性
的
だ
。

南
国
に
来
た
と
い
う
実
感
が
湧
く
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
の
「
ク
ア
ラ
」
は
河
口
、「
ル
ン
プ
ー
ル
」
は
汚
い
と
い
う

意
味
だ
そ
う
だ
。
市
中
で
二
つ
の
が
合
流
し
て
い
る
が
、
昔
、
錫
が
採

掘
さ
れ
、
そ
れ
を
運
ぶ
多
く
の
船
に
よ
っ
て
川
が
汚
れ
た
こ
と
に
ち
な

む
ら
し
い
。 

油
椰
子
の
葉
は
悪
魔
な
ど
追
ひ
返
す 

着
陸
に
湧
く
ま
ぼ
ろ
し
の
椰
子
の
森 

 

一
時
間
ほ
ど
で
ホ
テ
ル
・
イ
ス
タ
ナ
に
着
く
。
中
国
風
の
広
や
か
な

空
間
を
感
じ
る
現
代
的
な
ホ
テ
ル
だ
。
部
屋
も
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
並
み

の
広
さ
で
設
備
も
整
っ
て
い
る
。
チ
ッ
プ
の
小
銭
を
作
ろ
う
と
思
い
立

ち
、
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ス
テ
ー
キ
サ
ン
ド
と
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す

る
。
こ
こ
に
来
る
客
は
多
宗
教
の
国
ら
し
く
、
中
国
系
の
人
、
イ
ス
ラ

ー
ム
の
人
、
仏
教
徒
な
ど
様
々
。
皆
、
自
然
に
共
生
し
て
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。
あ
と
か
ら
竹
村
さ
ん
も
降
り
て
き
て
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

頼
む
。
こ
ち
ら
も
二
人
分
ほ
ど
の
ジ
ャ
ン
ボ
サ
イ
ズ
で
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ

付
き
。
で
も
、
店
員
た
ち
は
気
さ
く
で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。 

 

■
二
月
九
日
（
金
） 

 

朝
九
時
、
市
内
の
ホ
テ
ル
か
ら
ポ
ー
ト
ケ
ラ
ン
へ
バ
ス
で
一
時
間
ほ

ど
移
動
し
、
船
着
き
場
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
込
む
。
船
は
三
年
前

に
乗
っ
た
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
だ
。
何
よ
り
も
懐
し
い
。
あ

の
時
は
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
大
西
洋
を
渡
り
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ま
で
の
大
航
海
だ
っ
た
。
私
の
部
屋
は
前
回
は
五
階
で
丸
窓
だ
っ
た
が
、

今
回
は
八
階
で
四
角
窓
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ワ
ン
ル
ー
ム
で
、
海
が
見
え

る
。 

 

出
港
ま
で
半
日
ほ
ど
、
出
国
審

査
室
の
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
周
り

を
散
策
し
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
空
気

を
た
っ
ぷ
り
と
吸
い
な
が
ら
、
鮮

や
か
な
色
の
花
や
樹
木
を
ス
マ
ホ

で
撮
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
日
本
の
家



3 

 

族
へ
送
る
。
花
の
名
前
は
後
日
調
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 
 

船
旅
の
と
ば
口
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
迎
ふ 

 

夕
方
出
港
。
十
九
時
三
十
分
に
夕
食
。
他
の
講
師
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
た
ち
と
食
卓
を
囲
む
。
こ
こ
で
、
新
し
く
山
上
昌
弘
さ
ん
（
日
本

ド
リ
ン
ク
協
会
代
表
・
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ム
リ
エ
協
会
代
表
）
に
出
合
う
。

む
か
し
長
女
が
専
門
学
校
で
カ
フ
ェ
コ
ー
ス
の
授
業
を
受
け
た
先
生
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
お
伝
え
し
、
十
五
年
後
の
奇
遇
を
互
い
に
喜

ぶ
。
ま
た
、
デ
ジ
カ
メ
活
用
術
講
座
の
木
村
聡
さ
ん
（
写
真
家
・
フ
ォ

ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
に
再
会
。
こ
ち
ら
は
三
年
前
の
ク
ル
ー
ズ
で
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
航
海
の
記
録
写
真
を
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

い
な
す
」
の
サ
イ
ト
に
載
せ
て
い
る
。 

 

夜
十
時
か
ら
翌
朝
六
時
ま
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
海
賊
対
策
の
た

め
、
甲
板
か
ら
客
室
へ
の
出
入
口
は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん

何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
が
、
他
人
事
で
あ
れ
ば
「
海
賊
」
を
一
度
く

ら
い
は
見
て
み
た
い
も
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
私
と
違
っ
て
泳
ぎ
は
達
者

に
違
い
な
い
。
で
も
、
カ
リ
ビ
ア
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
の
よ
う
な
勇
壮
な
出

で
立
ち
で
は
な
く
、
小
柄
で
刀
を
背
に
背
負
い
大
亀
に
で
も
乗
っ
て
巧

み
に
船
に
近
づ
く
よ
う
な
、
忍
者
よ
ろ
し
き
海
賊
像
が
浮
か
ん
で
し
ま

う
の
は
な
ぜ
か
。
ふ
と
、〈
マ
ラ
ッ
カ
や
蟹
は
万
歳
し
て
泳
ぐ 

寺
澤
一

雄
〉
を
思
い
出
し
た
。 

海
賊
の
凱
歌
は
遠
く
暑
に
け
む
る 

大
亀
と
減
る
マ
ラ
ッ
カ
の
海
賊
は 

 

■
二
月
十
日
（
土
） 

 

朝
六
時
起
床
、
七
時
三
十
分
朝
食
。
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で

第
一
回
の
「
俳
句
教
室
」
を
開
く
。
会
場
は
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
。
階
段

教
室
風
で
窓
は
な
い
が
、
ゆ
っ
た
り
感
は
あ
る
。
他
の
講
座
も
複
数
開

設
さ
れ
て
い
た
せ
い
か
受
講
者
は
少
な
く
十
五
名
。
俳
句
の
三
つ
の
要

素
で
あ
る
季
語
・
定
型
・
切
れ
に
つ
い
て
優
し
く
説
明
す
る
。
テ
キ
ス

ト
は
こ
の
三
年
間
学
生
に
教
え
て
き
た
自
家
製
の
も
の
だ
。
俳
句
を
各

自
二
句
ず
つ
、
本
日
十
六
時
ま
で
に
受
付
脇
の
投
句
箱
に
提
出
す
る
こ

と
を
宿
題
に
し
た
。 

 

午
後
は
、
下
着
類
を
手
洗
い
し
、
八
階
の
デ
ッ
キ
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
。

船
の
片
陰
も
な
か
な
か
趣
深
い
も
の
だ
。
救
命
用
具
以
外
ほ
と
ん
ど
余

分
な
も
の
は
な
い
。
海
原
に
も
何
も
な
い
。
無
形
の
中
に
虚
実
綯
い
交

ぜ
の
多
く
の
人
間
の
記
憶
が
積
ま
れ
て
い
く
の
だ
。
一
方
通
行
の
デ
ッ

キ
散
策
は
、
片
側
は
波
に
沿
っ
て
涼
し
く
進
み
、
反
対
側
は
波
に
立
ち

向
か
い
な
が
ら
灼
熱
の
日
差
し
を
進
む
。
陰
と
陽
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
両
義
性
の
世
界
が
展
開
す
る
。
こ
の
陰
と
日
向
の
デ
ッ
キ
を
巡
り
な

が
ら
記
憶
と
共
に
次
第
に
日
焼
し
て
い
く
。 

 
 

陰
陽
の
デ
ッ
キ
を
巡
り
日
焼
せ
る 

 
夕
食
を
済
ま
せ
る
と
、
や
が
て
赤
道
祭
が
船
内
で
催
さ
れ
た
。
赤
道

を
渡
る
に
あ
た
っ
て
、
船
長
が
海
神
（
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
）
か
ら
通
行
許

可
証
と
鍵
を
も
ら
う
儀
式
だ
が
、
笑
劇
風
な
仕
立
て
で
あ
る
。
舞
台
の
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上
で
寸
劇
を
演
じ
る
の
は
船
長
は

じ
め
乗
組
員
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
日

頃
の
練
習
が
実
っ
て
、
ど
ん
ど
ん

笑
い
を
取
る
。
最
後
に
船
長
た
ち

が
歌
で
海
神
た
ち
を
も
て
な
し
、

無
事
に
赤
道
通
行
証
と
鍵
を
受
け

取
っ
た
。「
船
長
、
沖
に
赤
い
道
が

見
え
ま
す
！
」
と
副
船
長
が
告
げ

る
と
、
ホ
ー
ル
に
張
り
渡
さ
れ
た

赤
い
紐
が
観
客
席
の
頭
上
を
後
方

か
ら
前
方
へ
と
移
動
す
る
。
赤
道

が
近
づ
き
、
観
客
の
頭
を
越
え
て
い
く
瞬
間
の
演
出
だ
っ
た
。 

赤
道
へ
ク
ル
ー
ズ
船
と
向
き
直
る 

 
 

神
讃
へ
赤
道
ひ
ら
き
越
え
ゆ
け
り 

 

■
二
月
十
一
日
（
日
） 

 

日
本
は
建
国
記
念
日
。
朝
は
ど
ん
よ
り
し
て
い
た
が
、
日
中
は
快
晴
。

海
の
緑
が
艶
々
と
し
て
美
し
い
。
こ
の
南
海
の
波
は
太
古
か
ら
魚
た
ち

を
育
て
な
が
ら
熟
れ
て
き
た
。
こ
の
緑
色
に
は
、
す
で
に
絶
滅
し
た
生

物
や
南
瞑
に
沈
ん
だ
人
た
ち
の
無
数
の
命
も
混
ざ
っ
て
い
る
の
だ
。
大

蛸
や
鯨
や
鮫
や
人
間
な
ど
の
骨
や
血
肉
も
熟
れ
合
っ
た
命
の
海
。
デ
ッ

キ
で
眺
め
て
い
る
と
、
自
分
の
身
も
心
も
緑
色
に
染
ま
り
そ
う
だ
。〈
し

ん
し
ん
と
肺
碧
き
ま
で
海
の
旅 

篠
原
鳳
作
〉
を
思
い
出
す
。 

生
も
死
も
こ
な
れ
合
ひ
た
る
海
の
碧 

 

俳
句
教
室
二
日
目
。
投
句
作
品
の
講
評
と
、
季
語
と
歳
時
記
の
話
が

中
心
。
虚
子
の
「
熱
帯
季
題
」
を
紹
介
す
る
。
私
自
身
は
必
ず
し
も
熱

心
な
虚
子
崇
拝
で
は
な
い
が
、
虚
子
の
思
い
切
っ
た
実
験
を
痛
快
に
思

う
こ
と
が
あ
る
。
熱
帯
季
題
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
は
も
っ
た
い
な
い

限
り
で
、
運
用
性
の
あ
る
も
の
は
復
活
さ
せ
た
い
、
と
デ
ッ
キ
を
散
策

し
船
室
で
句
作
を
試
み
る
。 

 

午
後
、
昼
寝
を
し
て
か
ら
デ
ッ
キ
を
七
周
す
る
。
船
の
片
陰
に
入
る

と
涼
し
く
、
沖
合
を
眺
め
る
心
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
。
す
こ
し
う
ね

り
の
見
え
る
波
た
ち
が
、
我
先
に
と
こ
ぞ
っ
て
赤
道
を
越
え
て
い
く
。

デ
ッ
キ
に
は
救
命
艇
、
救
命
筏
、
救
命
浮
輪
、
救
命
ロ
ー
プ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
備
わ
っ
て
い
る
。
万
が
一
の
時
の
備
え
だ
が
、
出
番

の
な
い
ま
ま
に
南
国
の
太
陽
に
灼
か
れ
ス
コ
ー
ル
に
耐
え
て
い
る
の
は
、

健
気
に
さ
え
思
え
る
。 

赤
道
を
越
ゆ
る
に
挙
る
鯨
波
か
な 

 

■
二
月
十
二
日
（
月
） 

 
船
は
朝
セ
マ
ラ
ン
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
入
港
、
そ
の
夜
出
港
。
今

日
は
講
座
が
な
い
の
で
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
寺
院
遺
跡
へ
の
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
。「
ボ
ロ
」
は
丘
の
意
、「
ブ
ド
ゥ
ー
ル
」
は
寺
の
意
と
聞
く
。

オ
ー
バ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
客
も
含
め
約
百
八
十
名
の
参
加
が
あ
り
、



5 

 

バ
ス
は
六
台
。
先
頭
と
後
尾
に
朱
色
の
パ
ト
カ
ー
が
付
き
、「
そ
こ
の
け

そ
こ
の
け
」
と
他
の
車
を
ど
か
し
て
く
れ
る
。
特
に
渋
滞
時
の
威
力
は

す
ご
い
。
お
成
り
バ
ス
扱
い
と
言
っ
た
ら
よ
い
か
。
他
の
車
に
は
気
の

毒
だ
が
、
お
か
げ
で
す
い
す
い
と
目
的
地
に
着
い
た
。
バ
ス
の
中
で
Ｗ

Ｉ
Ｆ
Ｉ
が
使
え
た
の
で
、
東
京
の
家
族
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
写
真
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。 

 
 

先
導
は
真
赤
な
パ
ト
カ
ー
椰
子
の
道 

 

さ
て
、
バ
ス
は
ジ
ャ
ワ
島
を
北
か
ら
南
へ
縦
断
す
る
。
山
が
ち
だ
が
、

そ
の
間
に
田
畑
が
ひ
ろ
が
る
風
景
は
日
本
を
思
わ
せ
る
。
だ
が
、
こ
こ

は
二
期
作
か
三
期
作
。
片
方
で
稲
刈
が
行
わ
れ
、
そ
の
隣
で
は
田
植
が

始
ま
っ
て
い
た
。
日
本
と
違
う
の
は
、
そ
れ
ら
が
椰
子
の
木
の
並
木
越

し
に
見
渡
せ
る
こ
と
だ
。
一
方
、
都
市
部
で
は
工
業
用
地
下
水
の
汲
上

げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
深
刻
だ
。
出
発
の
時
も
洪
水
後
の
よ
う
な
水
浸

し
の
風
景
が
散
見
さ
れ
た
。
途
中
、
ト
イ
レ
休
憩
の
と
き
に
振
舞
わ
れ

た
濃
厚
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
珈
琲
が
旨
か
っ
た
。 

椰
子
の
実
の
見
守
る
田
植
始
ま
り
ぬ 

椰
子
の
実
を
抱
へ
て
沈
下
せ
し
地
盤 

隣
り
し
て
ジ
ャ
ワ
の
田
植
と
稲
刈
と 

 

バ
ス
は
遺
跡
近
く
の
ホ
テ
ル
に
着
き
、
舞
台
が
設
え
て
あ
る
外
庭
で

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
昼
食
を
と
る
。
周
囲
に
は
六
台
の
巨
大
扇
風
機
が

ミ
ス
ト
を
吐
き
出
し
な
が
ら
猛
然
と
回
っ
て
い
る
。
そ
の
風
の
圏
内
に

入
れ
ば
涼
し
い
が
、
は
み
出
し
て
散
策
し
よ
う
と
す
る
と
汗
が
滲
み
出

て
く
る
。
い
か
に
も
多
湿
な

雨
季
の
熱
帯
だ
。 

 

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
は
壮
大

な
仏
教
の
石
造
建
築
物
で
、

シ
ャ
イ
レ
ー
ン
ド
ラ
王
朝
時

代
の
八
、
九
世
紀
頃
に
五
十

年
か
け
て
造
ら
れ
た
が
、
そ

の
あ
と
千
年
以
上
密
林
と
火

山
灰
に
埋
も
れ
て
い
た
そ
う

だ
。
一
八
一
四
年
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
創
設
者
で
も
あ
る

ラ
ッ
フ
ル
ズ
ら
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の

長
い
間
の
眠
り
を
思
わ
せ
る
深
々
と
し
た
石
の
陰
影
が
荘
厳
な
寺
院
遺

跡
に
仕
立
て
て
い
る
。
密
林
の
中
で
ス
コ
ー
ル
を
何
万
回
も
浴
び
た
事

で
あ
ろ
う
。
石
に
は
そ
の
雨

の
色
が
深
く
染
み
わ
た
っ
て

い
る
。 

こ
の
遺
跡
は
巨
大
な
城
砦

を
思
わ
せ
る
。
最
下
層
の
煩

悩
の
世
界
か
ら
最
上
層
の
無

の
世
界
を
象
徴
す
る
大
ス
ト
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ゥ
ー
パ
ま
で
十
層
あ
り
、
下
の
五
層
に
は
露
天
回
廊
と
壁
面
彫
刻
が
あ

る
。
回
廊
に
は
仏
教
の
説
話
が
約
千
五
百
面
の
レ
リ
ー
フ
で
語
ら
れ
て

い
て
見
飽
き
な
い
。
ま
た
、
外
側
の
石
窟
（
壁
龕
）
に
は
釈
迦
仏
が
約

五
百
体
置
か
れ
て
い
る
。
広
場
に
は
大
き
な
赤
蜻
蛉
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。
思
い
切
っ
て
頂
上
ま
で
登
っ
た
が
、
下
界
の
森
を
見
渡
し
て
い
る

う
ち
に
遠
雷
を
聴
く
。
ま
も
な
く
ス
コ
ー
ル
が
近
づ
い
て
き
た
。
急
い

で
下
り
て
ホ
テ
ル
に
駆
け
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ス
コ
ー
ル
に
追
い
付
か

れ
た
。 仏

陀
五
百
護
る
大
仏
塔
に
ス
コ
ー
ル 

大
仏
塔
に
密
林
の
香
の
ス
コ
ー
ル
来 

 
 

 

■
二
月
十
三
日
（
月
） 

 

午
前
中
、
第
三
回
目
の
講
座
。
定
型
と
写
生
（
客
観
写
生
と
主
観
写

生
）
の
話
を
す
る
。 

 

夜
、
バ
ン
バ
ン
先
生
の
企
画
さ
れ
た
バ
リ
舞
踊
の
シ
ョ
ー
が
船
内
で

行
わ
れ
た
。
サ
ン
ガ
ル
・
タ
リ
・
ダ
ナ
・
ス
ァ
ラ
舞
踊
団
に
よ
り
、「
ラ

ッ
サ
ム
王
物
語
」
の
一
部
を
舞
踊
化
し
た
レ
ゴ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
。
衣
装
の
絢
爛
な
こ
と
。
指
先
ま
で
細
か
く
し
な
や
か
に
動
か

し
な
が
ら
、
膝
を
折
り
中
腰
で
続
け
ら
れ
る
舞
は
、
素
早
く
動
か
し
て

は
止
め
る
目
の
表
情
も
独
特
で
惹
き
込
ま
れ
る
。
次
第
に
バ
リ
の
歌
舞

伎
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
て
く
る
。 

 
 

夜
涼
な
り
バ
リ
の
舞
踏
の
姉
い
も
と 

 
 

や
ん
ま
の
目
動
く
は
バ
リ
舞
踏
の
目 

 

夜
、
バ
リ
で
下
船
す
る
予
定
の
山
上
さ
ん
か
ら
飲
料
や
食
料
な
ど
船

上
生
活
で
買
い
込
ん
で
お
か
れ
た
も
の
を
置
き
土
産
に
た
く
さ
ん
い
た

だ
く
。
コ
コ
ナ
ツ
蒸
留
酒
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
ラ
ム
酒
（
タ
イ
）
、
缶
ビ

ー
ル
（
タ
イ
）
、
チ
ャ
イ
の
濃
縮
液
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
ク
ッ
キ
ー
（
ス

リ
ラ
ン
カ
）
、
シ
ロ
ッ
プ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
そ
し
て
な
ぜ
か
黒
霧
島
（
芋

焼
酎
）
。
研
究
対
象
と
は
言
え
、
よ
く
ぞ
た
く
さ
ん
買
わ
れ
た
も
の
だ
。 

 

■
二
月
十
四
日
（
火
） 

 

バ
リ
に
入
港
。
バ
リ
は
雨
季
の
終
り
の
頃
、
さ
っ
そ
く
烈
し
い
ス
コ

ー
ル
を
体
験
す
る
。
今
日
は
講
座
の
な
い
日
な
の
で
講
師
仲
間
で
島
内

を
動
く
こ
と
に
し
た
。
昨
日
、
バ
ン
バ
ン
先
生
を
介
し
て
タ
ク
シ
ー
を

安
く
チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
た
の
で
、
竹
村
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
と
一
日
観
光

に
出
る
。
三
人
で
ほ
ぼ
六
千
円
。
運
転
手
は
出
羽
三
山
こ
と
デ
ワ
サ
ン

さ
ん
。
昨
夜
の
舞
踊
団
の
知
人
な
の
で
安
心
、
す
こ
し
日
本
語
と
英
語

が
話
せ
る
。 

 

出
発
時
か
ら
ス
コ
ー
ル
二
回
。
先
年
ニ
ュ
ー
ス
に
報
じ
ら
れ
て
い
た

北
部
の
バ
ト
ゥ
ー
ル
山
（
一
七
一
七
メ
ー
ト
ル
）
の
噴
火
は
、
こ
こ
ま

で
は
影
響
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
街
を
進
む
と
、
小
さ
な
盆
に
乗
せ
た

花
や
食
物
を
捧
げ
て
い
る
姿
に
し
ば
し
ば
出
合
う
。
捧
げ
る
場
所
は
玄

関
前
や
、
辻
に
立
つ
神
像
の
足
元
な
ど
。
天
界
の
神
、
下
界
の
神
（
鬼

神
）
と
に
捧
げ
分
け
て
い
る
、
と
も
言
わ
れ
る
。
バ
リ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
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教
に
、
バ
リ
独
自
の
精
霊
信
仰
が
結
び
つ
い
た
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
が

主
流
の
島
で
も
あ
る
。 

 
 

朝
涼
や
辻
の
女
神
に
饌せ

ん

さ
さ
ぐ 

 

ウ
ブ
ド
と
い
う
お
目
当
て
の
町
に
着
い
た
の
が
お
昼
近
く
だ
っ
た
の

で
、
ま
ず
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
腹
拵
え
。
青
々
と
し
た
稲
田
の
広
が
り
を

眼

前

に

し

な

が

ら

、d
u

c
 

c
r
is

p
y

（
ダ
ッ
ク
の
唐
揚
げ
）

の
定
食
を
い
た
だ
く
。
な
か

な
か
の
美
味
。
こ
こ
で
も
畦

の
所
々
に
椰
子
の
木
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
畦
道
を
歩
く

と
、
ア
メ
ン
ボ
、
蝶
、
燕
な

ど
に
出
合
え
た
。
田
ん
ぼ
の

入
口
に
大
き
な
女
神
の
像
が
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
へ
の
サ

ー
ビ
ス
な
の
か
、
地
元
の
慣
い
な
の
か
、
多
く
の
動
物
や
獣
神
の
石
像

が
飾
ら
れ
て
い
た
。 

女
身
仏
の
影
あ
め
ん
ぼ
に
及
び
た
る 

暑
に
伸
ば
す
鉄
束
子
め
く
巨
舌
か
な 

 

食
事
後
、
ウ
ブ
ド
の
北
方
八
キ
ロ
に
あ
る
テ
ガ
ラ
ラ
ン
の
棚
田
（
ラ

イ
ス
テ
ラ
ス
）
を
見
に
行
く
。
谷
を
挟
ん
だ
石
垣
な
し
の
大
き
な
棚
田

だ
が
、
周
囲
は
鬱
蒼
と
し
た
熱
帯
雨
林
。
棚
田
の
中
に
も
椰
子
の
木
が

点
在
す
る
。 

バ
リ
島
一
の
美
し
さ
と
言
わ
れ
る
の
が
納
得
さ
れ
る
。
あ

ち
こ
ち
燕
が
勢
い
よ
く
飛
び
回
っ
て
い
た
。 

大
棚
田
は
み
出
す
バ
リ
の
つ
ば
く
ら
め 

 

次
に
、
顔
ヨ
ガ
講
師
の
篠
原
さ
ん
が
バ
リ
の
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
た

い
と
言
い
、
ウ
ブ
ド
の
町
の

Y
O

G
A

 
B

A
R

N

と
い
う
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ

に
立
ち
寄
る
。
そ
れ
は
幾
曲
り
し
た
洒
落
た
小
路
の
奥
に
あ
っ
た
。
広

い
敷
地
に
ス
タ
ジ
オ
棟
が
い
く
つ
か
建
ち
、
中
庭
は
南
国
風
で
く
つ
ろ

い
だ
気
分
に
浸
れ
る
。
中
庭
に
面
し

た
カ
フ
ェ
の
テ
ラ
ス
で
読
書
し
て
い

る
人
、
瞑
想
に
浸
っ
て
い
る
人
な
ど

様
々
だ
。
欧
米
人
の
観
光
客
も
多
い
。

敷
地
に
は
仏
像
や
神
獣
な
ど
の
像
が

あ
ち
こ
ち
に
置
か
れ
エ
ス
ニ
ッ
ク
が

強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
竹
村
さ
ん
、
デ
ワ
サ

ン
さ
ん
、
と
私
の
男
た
ち
三
人
組
は
、

ヨ
ガ
教
室
に
飛
込
み
参
加
す
る
勇
気

は
な
く
、
近
く
の
カ
フ
ェ
で
珈
琲
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
ヨ
ガ
の
終
了
を
待
っ
た
。 

バ
リ
珈
琲
賞
で
つ
つ
ヨ
ガ
の
終
り
待
つ 

ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
な
る
や
女
神
も
神
獣
も 

 

夕
暮
れ
に
プ
ナ
タ
ラ
ン
・
サ
シ
寺
院
に
立
ち
寄
る
。
こ
の
寺
院
は
、
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ウ
ブ
ド
の
北
東
ペ
ジ
ェ

ン
村
に
あ
り
、
バ
リ
六

大
寺
院
の
一
つ
。
古
代

神
話
「
ペ
ジ
ェ
ン
の
月
」

の
伝
説
が
残
る
そ
う
だ
。

夕
方
で
す
で
に
門
は
閉

ま
っ
て
い
た
が
、
他
の

グ
ル
ー
プ
ツ
ア
ー
の
ガ

イ
ド
さ
ん
が
少
し
だ
け

開
け
て
入
れ
て
く
れ
た
。
友
人
た
ち
と
境
内
を
眺
め
て
写
真
を
撮
る
。

彫
刻
も
独
特
の
神
獣
の
よ
う
で
興
味
は
尽
き
な
い
。
独
特
の
赤
煉
瓦
色

の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
も
、
黄
昏
に
溶
け
合
い
、
し
っ
と
り
と
し
た
陰
影

と
共
に
な
か
な
か
の
趣
が
あ
る
。 

 
 

汗
の
首
回
し
ぬ
神
獣
の
死
角 

 

と
こ
ろ
で
、
運
転
手
の
デ
ワ
サ
ン
さ
ん
が
道
中
し
ば
し
ば
「
ハ
ウ
ス
・

テ
ン
プ
ル
」
と
口
に
す
る
。
説
明
に
よ
れ
ば
、
ど
の
家
に
も
仏
壇
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
が
、
裕
福
な
家
に
な
る
と
ま
る
で
寺
院
の
よ
う
な
豪

勢
な
も
の
を
造
る
の
だ
そ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
屋
敷
寺
」
だ
が
、
知
ら

な
け
れ
ば
小
さ
な
寺
院
と
見
紛
う
。
元
来
、
イ
ン
ド
起
源
の
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
は
シ
ヴ
ァ
、
ブ
ラ
フ
マ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
三
大
神
が
最
高
位
だ
が
、

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
三
大
神
の
上
に
さ
ら
に
最
高
神
の
サ
ン
ヒ

ャ
ン
・
ウ
ィ
デ
ィ
を
置
く
そ
う
だ
。
バ
リ
独
自
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
し

て
生
活
に
な
じ
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。 

神
の
上
に
神
あ
り
バ
リ
の
日
雷 

 

夜
八
時
前
、
夕
食
の
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
戻
り
、
皆
で
船
へ
と
急
ぐ
。

竹
村
さ
ん
が
突
然
軽
々
と
走
り
始
め
た
の
に
は
、
思
わ
ず
篠
原
さ
ん
と

顔
を
見
合
わ
せ
た
。
さ
す
が
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
さ
な
い
筋
肉
質

の
男
子
だ
。
一
方
、
バ
リ
か
ら
乗
船
の
茶
道
の
原
宗
芳
先
生
（
裏
千
家

教
授
）
が
到
着
さ
れ
て
い
て
、
一
緒
に
食
卓
を
囲
む
。
原
先
生
歓
迎
を

祝
し
て
、
将
棋
の
関
口
先
生
の
日
本
酒
も
今
夜
は
三
本
と
楽
し
そ
う
だ
。

お
二
人
と
も
十
年
近
く
乗
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
由
。
飾
ら
ぬ
話
が
行
き

交
う
の
も
気
持
ち
よ
い
。 

 
 

南
海
の
夜
涼
の
卓
に
棋
士
・
茶
人 

 

そ
の
後
、
岸
壁
で
ケ
チ
ャ
舞
踊
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
ラ

ー
マ
ー
ヤ
ナ
抒
情
詩
を
も
と
に
し
た
舞
踏
と
言
わ
れ
る
が
、
半
裸
の
男

た
ち
の
合
唱
群
舞
と
で
も
言
お
う
か
。
伴
奏
の
楽
器
は
な
く
、
代
わ
り

に
自
分
た
ち
で
声
を
出
し
て
リ
ズ
ム
を
作
る
。「
チ
ャ
」
の
掛
声
が
い
く

つ
か
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
細
か
な
重
層
的
な
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
。

篝
火
を
真
ん
中
に
し
て
、
群
舞
が
巨
花
の
よ
う
に
ひ
ら
き
、
そ
の
中
で

数
名
の
主
人
公
た
ち
が
舞
踏
劇
を
披
露
す
る
。
八
階
の
デ
ッ
キ
か
ら
眺

め
て
い
た
が
、
風
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
早
め
に
部
屋
に
戻
っ
た
。 

 
 

熱
帯
に
刻
み
継
ぐ
声
ケ
チ
ャ
群
舞 

 

■
二
月
十
五
日
（
水
） 
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バ
リ
二
日
目
。
午
前
中
、

バ
ス
ツ
ア
ー
で
バ
ロ
ン
舞

踊
を
見
に
行
く
。
南
国
風

の
広
や
か
な
吹
き
抜
け
の

舞
台
で
の
、
ガ
ム
ラ
ン
の

伴
奏
に
の
っ
た
物
語
性
の

強
い
舞
踏
で
あ
る
。
バ
ロ

ン
は
森
に
棲
む
聖
獣
だ
そ

う
だ
。
こ
の
日
は
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
叙
事
詩
か
ら
脚
色
さ
れ
た
舞
踊

を
見
る
。
バ
ロ
ン
は
善
の
象
徴
と
し
て
登
場
。
悪
の
象
徴
で
あ
る
ラ
ン

ダ
と
、
出
た
り
入
っ
た
り
し
な
が
ら
戦
い
を
続
け
る
が
、
決
着
は
つ
か

な
い
。
人
間
に
は
善
と
悪
が
棲
み
つ
き
、
永
遠
に
戦
い
続
け
る
。
そ
れ

が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
世
界
観
ら
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
獅
子
舞
の
獅
子
に

似
る
バ
ロ
ン
の
顔
は
、
大
き
な
く
り
く
り
眼
玉
と
白
い
牙
と
と
も
に
、

限
り
な
く
愛
苦
し
い
。
劇
が
終
わ
る
と
、
バ
ロ
ン
と
の
撮
影
タ
イ
ム
が

長
々
と
続
い
た
。 

 
 

聖
獣
悪
魔
バ
リ
に
舞
ふ
な
り
跣
な
る 

 
 

聖
獣
の
暴
れ
ず
に
舞
ひ
暑
を
も
ど
る 

 

そ
の
あ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
蠟
纈
（
ろ

う
け
つ
）
染
を
見
学
に
行
く
。
入
口
の
屋
根
の
下
で
手
描
き
の
バ
テ
ィ

ッ
ク
の
作
業
を
見
せ
て
い
る
。
七
、
八
人
の
女
性
が
熱
く
溶
か
し
た
蠟

を
筆
に
漬
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
リ
の
事
物
や
風
景
、
あ
る
い
は
伝
統
的

な
文
様
を
手
描
き
し
て
い

る
。
時
折
客
か
ら
注
文
が

出
さ
れ
る
が
、
描
き
慣
れ

た
手
捌
き
で
ほ
ど
な
く
描

き
上
げ
て
し
ま
う
。
外
を

ス
コ
ー
ル
が
叩
く
中
、
小

さ
な
鉄
釜
か
ら
は
熱
せ
ら

れ
た
蠟
の
匂
い
が
ほ
の
か

に
漂
う
。
そ
の
奥
に
接
し
た
大
き
な
平
屋
建
て
の
部
屋
の
中
に
は
、
土

産
用
の
蠟
纈
染
め
の
色
彩
豊
か
な
衣
服
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
た
。 

ス
コ
ー
ル
や
バ
リ
蠟
纈
の
蠟
に
ほ
ふ 

 

夕
食
時
に
、
一
昨
日
山
上
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
置
き
土
産
の
ア
ル

コ
ー
ル
類
を
仲
間
で
分
け
た
。
夜
は
佐
々
木
秀
実
さ
ん
の
た
っ
ぷ
り
と

し
た
声
量
の
「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
」
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
堪
能
す
る
。 

 

■
二
月
十
六
日
（
金
） 

 

今
日
は
一
日
の
休
日
。
船
は
コ
モ
ド
島
の
沖
合
に
停
泊
。
ツ
ア
ー
客

は
通
船
を
使
っ
て
島
に
上
陸
し
、
小
一
時
間
ほ
ど
の
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン

観
察
の
散
策
を
し
て
戻
っ
て
く
る
が
、
講
師
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
は

船
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
珍
し
い
コ
モ
ド
大
ト
カ
ゲ
を
傍
で

見
た
か
っ
た
の
に
残
念
。
で
も
、
我
々
は
仕
事
で
乗
っ
た
の
だ
か
ら
仕

方
な
い
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
は
全
長
三
メ
ー
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ト
ル
も
あ
り
、
子
ド
ラ
ゴ
ン
も
い
る
ら
し
い
。
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
、
コ

モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
、
と
あ
れ
こ
れ
想
像
し
な
が
ら
デ
ッ
キ
か
ら
島
を
眺
め

て
い
る
と
、
左
右
に
伸
び
る
島
全
体
が
大
ト
カ
ゲ
に
見
え
て
く
る
。
コ

モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
の
一
番
の
好
物
は
「
も
ち
ろ
ん
大
き
な
夕
焼
さ
」
、
と
勝

手
に
私
は
決
め
込
ん
で
い
る
。 

コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
大
夕
焼
を
更
新
す 

 

夜
は
夕
食
後
、
ト
ラ
ン
プ
マ
ン
こ
と
中
島
弘
幸
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
を
楽
し
む
。
中
島
さ
ん
は
、
演
技
の
と
き
は
宇
宙
防
衛
軍
の
衣
装

を
ま
と
っ
て
引
き
締
ま
っ
た
顔
を
し
て
い
る
が
、
食
事
の
と
き
に
は
魔

法
が
解
か
れ
た
か
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ス
片
手
に
全
く
別
人
の
柔
ら
か
な

表
情
に
な
る
。 

 
 

夜
涼
な
り
お
の
れ
の
使
命
解
く
魔
法 

 

■
二
月
十
七
日
（
土
） 

 

朝
食
の
と
き
カ
メ
ラ
マ
ン
の
木
村
さ
ん
と
同
席
だ
っ
た
の
で
、
昨
日

の
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
の
話
を
聞
く
。
島
に
は
体
長
二
、
三
メ
ー
ト
ル
の

ド
ラ
ゴ
ン
が
六
匹
も
い
た
。
し
か
も
、
ツ
ア
ー
客
た
ち
を
撮
影
し
て
い

る
と
、
後
ろ
か
ら
近
づ
い
て
き
た
も
の
が
い
た
。
気
付
い
た
客
の
声
で

難
を
逃
れ
た
が
、
一
瞬
肝
を
冷
や
し
た
と
の
こ
と
。
夜
行
性
な
が
ら
も

動
き
が
な
か
な
か
素
早
く
、
低
い
声
で
呻
く
よ
う
に
鳴
く
ら
し
い
。
島

に
は
鹿
も
棲
ん
で
い
て
、
そ
れ
が
ド
ラ
ゴ
ン
の
餌
に
な
る
。
島
に
は
二

千
九
百
匹
の
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
と
、
三
千
人
弱
の
住
人
が
共
生
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
一
人
一
台
の
車
で
は
な
く
、
一
人
一
匹
の
ド
ラ
ゴ
ン
比

率
だ
。 大

蜥
蜴
去
り
け
り
椰
子
の
実
が
落
ち
る 

 

さ
て
、
俳
句
の
教
室
は
第
四
回
目
。
今
日
は
、
省
略
に
つ
い
て
、
特

に
主
語
の
省
略
を
ゆ
っ
く
り
と
解
説
す
る
。
受
講
者
は
十
名
ほ
ど
で
定

着
し
そ
う
だ
。
文
挾
夫
佐
惠
さ
ん
の
作
品
を
二
十
句
ほ
ど
紹
介
し
て
、

こ
の
日
の
講
座
を
締
め
た
。
〈
凌
霄
花

の

う

ぜ

ん

の
ほ
た
ほ
た
ほ
た
り
ほ
た
え
死 

文
挾
夫
佐
惠
〉
な
ど
は
、
解
説
し
な
が
ら
も
、
死
さ
え
手
な
ず
け
て
し

ま
う
か
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
に
い
つ
も
惹
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。 

 

■
二
月
十
八
日
（
日
） 

 
 

朝
食
の
果
物
に
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
と
マ
ン
ゴ
ー
を
い
た
だ
く
。
特
に
、

二
つ
割
り
に
出
さ
れ
た
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
は
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
に
割
れ

た
白
い
果
実
が
柔
ら
か
く
甘
い
。
ド
リ
ア
ン
が
「
果
物
の
王
様
」
と
呼

ば
れ
る
の
に
対
し
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
食
感
の
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
は
「
果
物

の
女
王
」
と
呼
ば
れ
る
そ
う
だ
。
劣
化
し
や
す
い
の
で
、
な
か
な
か
日

本
で
は
生
食
で
き
な
い
。
そ
れ
が
毎
朝
デ
ザ
ー
ト
に
出
る
と
は
こ
の
上

な
い
贅
沢
。
朝
早
く
か
ら
小
ぶ
り
の
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
を
次
々
に
器
用
に

割
っ
て
い
る
船
の
調
理
場
に
思
い
を
馳
せ
た
。 

 
 

マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
割
り
継
ぐ
南
海
の
俎
上 

 

俳
句
の
講
座
は
五
回
目
。
今
日
は
擬
人
化
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。
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投
句
作
品
に
対
す
る
講
評
の
後
は
、
昨
年
百
六
歳
で
長
逝
さ
れ
た
金
原

ま
さ
子
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
た
。
文
挾
さ
ん
と
対
極
を
な
す
よ
う
な

破
天
荒
な
作
風
だ
が
、
こ
ち
ら
も
文
芸
の
世
界
に
た
っ
ぷ
り
と
遊
ん
で

い
る
。
作
者
は
、
現
実
へ
の
違
和
感
か
ら
踏
み
込
む
悪
徳
的
な
世
界
か

ら
も
瑞
々
し
い
詩
想
を
得
て
い
る
が
、
そ
の
奥
に
は
人
間
の
本
態
を
探

る
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ほ
ど
の
好
奇
心
が
浮
か
び
上
が
る
。〈
ひ
な
寿
司
の
具

に
初
蝶
が
ま
ぜ
て
あ
る
〉
〈
エ
ス
カ
ル
ゴ
三
匹
食
べ
て
三
匹
嘔
く
〉
〈
蟇

ま
た
ぐ
と
き
ご
う
ご
う
と
耳
鳴
り
が
〉〈
リ
ン
ゴ
食
い
古
い
オ
ル
ガ
ン
の

よ
う
に
い
る
〉
等
々
。
イ
メ
ー
ジ
と
感
覚
の
特
異
な
世
界
に
遊
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

 

午
後
は
、
数
日
前
に
海
神
か
ら
通
行
許
可
証
を
い
た
だ
い
た
赤
道
を

ま
た
戻
る
。
戻
る
の
は
通
行
証
な
し
で
自
由
な
の
だ
と
か
。
南
緯
か
ら

北
緯
へ
と
赤
道
を
渡
り
、
船
は
少
し
ず
つ
北
上
を
始
め
た
。
風
は
結
構

強
い
が
空
は
青
く
、
海
は
紺
碧
な
ま
ま
ど
こ
ま
で
も
続
く
。 

勇
み
足
赤
道
越
え
た
り
戻
つ
た
り 

 

夜
の
シ
ョ
ー
は
、
謙
信
＆
竹
美
。「
謙
信
」
は
和
太
鼓
の
小
泉
謙
一
と

津
軽
三
味
線
の
山
中
信
人
、
竹
美
は
民
謡
の
柿
崎
竹
美
。
各
演
奏
者
の

地
に
根
を
下
し
た
力
強
い
音
楽
に
惹
き
込
ま
れ
る
。
津
軽
三
味
線
の
超

絶
技
巧
も
力
強
く
洋
上
の
ホ
ー
ル
に
溶
け
込
み
見
事
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
竹
美
さ
ん
の
愛
嬌
振
り
ま
く
秋
田
民
謡
も
久
々
に
聞
く
、
強

く
伸
び
の
あ
る
声
。 

 
 

和
太
鼓
に
こ
ぞ
る
真
夏
の
海
の
霊 

赤
道
の
夜
の
魂
あ
ら
し
津
軽
三
味 

 
 

赤
道
の
神
へ
と
秋
田
お
ば
こ
の
唄 

 

九
時
過
ぎ
か
ら
は
、
ス
コ
ー
ル
が
去
っ
た
の
を
見
計
ら
い
、
急
遽
「
星

の
観
察
会
」
が
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
十
階
の
デ
ッ
キ
に
集
ま
る
。
船

長
自
ら
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
星
や
星
座
を
神
話
を
引

き
な
が
ら
解
説
し
て
く
だ
さ
る
。
東
京
の
夜
空
と
は
異
な
り
、
無
数
の

星
が
ひ
し
め
き
合
う
夜
空
か
ら
、
す
ぐ
に
お
目
当
て
の
星
が
探
せ
る
と

こ
ろ
が
、
さ
す
が
船
長
。
や
は
り
老
人
星
（
カ
ノ
ー
プ
ス
）
や
南
十
字

星
な
ど
が
見
え
る
と
「
赤
道
に
近
い
な
あ
」
、
と
感
激
も
一
入
。
ち
な
み

に
船
長
は
「
か
み
の
け
座
」
が
一
番
お
好
き
だ
そ
う
だ
。 

 
 

ス
コ
ー
ル
去
り
老
人
星
の
す
こ
や
か
に 

 
 

船
長
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
か
み
の
け
座 

 
 

 

■
二
月
十
九
日
（
月
） 

 

朝
か
ら
快
晴
。
朝
食
は
久
々
に
洋
食
に
す
る
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
な

の
で
、
生
野
菜
と
果
物
を
多
め
に
と
る
。
果
物
に
は
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
、

プ
ラ
ム
、
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
。
断
面
が
星
型
の
ス
タ
ー
フ

ル
ー
ツ
は
、
あ
っ
さ
り
し
た
酸
味
が
あ
る
く
ら
い
で
味
は
淡
白
。
野
菜

サ
ラ
ダ
に
混
じ
っ
て
い
て
も
違
和
感
は
な
か
ろ
う
。 

弾
力
あ
り
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
の
輪
郭 

 

今
日
は
第
六
回
目
の
講
座
。「
直
喩
」
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。
投
句

作
品
の
講
評
の
後
は
、
神
野
紗
希
さ
ん
の
句
を
紹
介
す
る
。
文
挾
夫
佐
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恵
さ
ん
、
金
原
ま
さ
子
さ
ん
か
ら
は
七
〇
年
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
り
、

俳
句
の
世
界
も
表
現
の
仕
方
も
だ
い
ぶ
異
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
〈
寂

し
い
と
言
い
私
を
蔦
に
せ
よ 

神
野
紗
希
〉
は
、
与
謝
野
晶
子
の
〈
や

は
肌
の
あ
つ
き
血
汐
に
ふ
れ
も
見
で
さ
び
し
か
ら
ず
や
道
を
説
く
君
〉

の
向
う
を
張
る
よ
う
な
現
代
の
青
春
歌
。 

 

来
た
る
二
十
三
日
の
船
内
の
文
化
祭
に
は
、
各
自
短
冊
に
自
分
の
句

を
書
い
て
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
折
角
の
機
会
な
の
で
、
私

も
一
枚
し
た
た
め
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
は
〈
ス
コ
ー
ル
脱
ぐ
老
人
星

も
す
こ
や
か
な
〉
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
、
擬
人
化
を
抑
え
る
こ
と
に

し
て
最
終
的

に
は
〈
ス
コ

ー
ル
去
り
老

人
星
の
す
こ

や
か
に
〉
と

相
成
っ
た
。

時
間
的
余
裕

が
あ
っ
た
の

で
夜
に
も
短

冊
を
さ
ら
に

数
枚
書
い
た
。
落
款
は
持
参
し
な
か
っ
た
の
で
、
赤
の
太
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
の
手
描
き
デ
ザ
イ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
世
の
中
に
一
つ
し
か
な
い
落
款
だ
。 

 

■
二
月
二
十
日
（
火
） 

 

朝
は
曇
天
、
小
雨
模
様
。
午
前
中
、
七
回
目
の
講
座
。
ふ
だ
ん
よ
り

も
一
時
間
早
い
九
時
か
ら
の
授
業
開
始
だ
っ
た
が
、
皆
遅
れ
ず
に
出
席

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
今
日
は
俳
句
に
お
け
る
暗
喩
の
説
明
、
受
講
客
の

投
句
作
品
の
講
評
、
そ
し
て
佐
藤
文
香
の
俳
句
と
学
生
の
俳
句
を
す
こ

し
紹
介
し
た
。
受
講
者
た
ち
は
、
若
い
人
の
俳
句
に
も
温
か
い
ま
な
ざ

し
を
注
い
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
週
一
コ
マ
学
生
に
俳
句
を
教
え
て
い

る
身
と
し
て
は
こ
の
上
な
く
う
れ
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。 

 
 

十
一
時
頃
、
レ
イ
テ
島
沖
に
さ
し
か
か
り
、
デ
ッ
キ
に
て
慰
霊
祭
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
船
長
が
レ
イ
テ
島
沖
海
戦
の
激
し
さ
と
悲
劇

に
つ
い
て
お
話
に
な
り
、
そ
の
後
皆
で
黙
禱
。
次
い
で
、
種
々
の
花
を

誰
彼
と
な
く
海
面
へ
投
げ
て
英
霊
た
ち
に
捧
げ
た
。
私
に
は
直
接
の
つ

な
が
り
は
な
い
が
、
高
齢
の
方
々
に
混
じ
っ
て
一
緒
に
黙
禱
し
て
い
る

と
自
然
に
涙
が
湧
い
て
き
た
。
今
大
戦
で
は
、
敵
味
方
問
わ
ず
大
勢
の

健
康
な
若
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
時
代
の
不
幸
と
は
い
え
、
こ
の
広
い
南

方
の
海
に
投
げ
出
さ
れ
て
夭
逝
し
た
無
数
の
兵
士
た
ち
の
無
念
さ
が
偲

ば
れ
て
仕
方
な
か
っ
た
。 

 
 

英
霊
に
触
れ
よ
と
花
を
南
溟
に 

 
昼
食
後
、
船
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
入
国
審
査
に
先
だ

っ
て
、
審
査
官
立
合
い
の
体
温
検
査
が
行
わ
れ
た
。
廊
下
を
歩
い
て
い

る
う
ち
に
透
視
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
何
も
感
じ
な
い
ま
ま
出
口
に
出

て
し
ま
っ
た
。
夜
は
、
佐
々
木
秀
美
さ
ん
の
歌
の
シ
ョ
ー
を
観
る
。 
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■
二
月
二
十
一
日
（
水
） 

 

朝
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ロ
ン
港
に
接
岸
す
る
。
す
っ
か
り
晴
れ
上
が

り
日
差
し
が
強
い
。
朝
食
に
ラ
ン
ブ
ー
タ
ン
を
い
く
つ
か
い
た
だ
く
。

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
針
が
縮
れ
た
よ
う
な
外
殻
が
守
る
内
側
の
白
い
果
肉
が

甘
く
て
旨
い
。
先
日
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
の
昼
食
の
と
き
、
こ
れ
を

皿
一
杯
木
村
さ
ん
が
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
が
、
よ
く
見
る

と
外
殻
い
っ
ぱ
い
に
無
数
の
小

さ
な
蟻
が
固
ま
っ
て
い
て
驚
い

た
。
そ
れ
ほ
ど
甘
味
が
濃
い
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。 

 

朝
食
を
済
ま
せ
て
デ
ッ
キ
へ

出
る
と
、
岸
壁
で
地
元
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
た
ち
が
歓
迎
の
マ
ー

チ
を
演
奏
し
て
く
れ
て
い
た
。
青
と
白
の
衣
装
が
真
夏
の
日
差
し
に
明

る
く
映
え
て
美
し
い
。
コ
ロ
ン
の
港
か
ら
は
四
囲
に
無
数
の
島
影
が
見

え
、
入
江
に
は
多
く
の
遊
覧
ボ
ー
ト
や
小
型
船
が
動
い
て
い
る
。 

 
 

朝
涼
し
子
ら
の
マ
ー
チ
が
港
に
待
つ 

 
 

さ
て
、
コ
ロ
ン
タ
ウ
ン
は
マ
ニ
ラ
か
ら
南
西
に
位
置
す
る
カ
ラ
ミ
ア

ン
諸
島
で
一
番
大
き
な
町
ら
し
い
が
、
中
心
街
で
も
歩
い
て
一
時
間
く

ら
い
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
町
で
、
人
々
の
声
や
生
活
臭
が
身
近
に
届

き
、
親
し
み
が
湧
く
。
こ
の
日
は
、
シ
ャ
ト
ル
ワ
ゴ
ン
に
乗
っ
て
街
の

中
心
部
ま
で
出
る
。
こ
こ

か
ら
、
二
百
十
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
タ
プ
ヤ
ス
山
を
、

数
少
な
い
ツ
ア
ー
客
に
混

じ
り
、
顔
ヨ
ガ
の
篠
原
さ

ん
と
登
る
こ
と
に
し
た
。

登
り
始
め
る
と
、
七
百
二

十
段
の
石
段
が
頂
上
の
十

字
架
へ
と
延
々
と
続
く
。
な
か
な
か
の
運
動
量
だ
が
、
上
が
る
ほ
ど
に

街
や
海
が
美
し
く
見
渡
せ
る
。
島
々
に
囲
ま
れ
た
海
は
凪
い
で
い
て
、

さ
し
ず
め
瀬
戸
内
海
の
小
島
と
い
う
印
象
だ
。
頂
上
ま
で
登
り
切
っ
て

み
る
と
、
日
差
し
は
強
い
が
、
吹
き
渡
っ
て
い
く
風
は
涼
し
い
。
途
中
、

俳
句
教
室
の
受
講
客
の
一
人
か
ら
、
今
朝
ほ
ど
金
子
兜
太
先
生
が
長
逝

さ
れ
た
そ
う
だ
と
聞
く
。
こ
の
島
の
は
る
か
東
方
に
は
ト
ラ
ッ
ク
島
が

あ
る
は
ず
だ
。
い
ま
は
南
海
の
小
島
か
ら
、
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
る
の

み
。
洋
上
教
室
で
も
、
兜
太
先
生
の
句
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
。 

赤
道
は
魂
帯
び
兜
太
を
招
く
虹 

 
山
を
下
り
て
か
ら
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
ト
ラ

イ
シ
ク
ル
と
い
う
三
輪
タ
ク
シ
ー
で
行
く
。
昼
食
を
取
り
、
私
は
コ
コ

ナ
ツ
の
実
に
入
っ
た
コ
コ
ナ
ツ
ジ
ュ
ー
ス
（
ム
ド
ジ
ュ
ー
ス
）
を
頼
ん

だ
。
淡
白
な
味
だ
が
、
コ
コ
ナ
ツ
ら
し
い
清
涼
感
が
あ
る
。
食
事
も
悪
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く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
鶏
の
首
と
一
緒
に
ス
ー
プ
に
入

っ
て
い
た
厚
い
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
肉
質
の
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
記
憶

の
片
隅
に
眠
っ
て
い
た
不
思
議

な
味
わ
い
だ
っ
た
が
、
遂
に
思

い
出
せ
な
か
っ
た
。
帽
子
を
忘

れ
て
店
を
出
た
の
に
気
付
い
た

の
は
次
の
教
会
見
学
の
後
。
で

も
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
入
れ
て
忘
れ

物
を
保
管
し
て
お
い
て
く
れ
た
。

店
は

L
O

L
O

 N
O

S
T

R
A

S
 R

E
S

T
A

U
R

A
N

T
。
旅
で
は
小
さ
な
一
つ
の

善
意
が
そ
の
地
へ
の
全
的
な
好
印
象
を
形
成
す
る
。
コ
ロ
ン
の
町
の
人

に
感
謝
し
な
が
ら
旅
を
続
け
た
。 

 
 

コ
コ
ナ
ツ
水
飲
ん
で
帽
子
を
置
き
忘
る 

 

そ
の
後
、
町
の
小
さ
な
教
会
を
訪
ね
る
。
改
修
中
だ
っ
た
が
、
キ
リ

ス
ト
の
受
難
像
の
彫
刻
が
彫
り
の
深
い
顔
立
ち
で
黒
い
肌
の
色
で
あ
っ

た
。
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
ザ
レ
の
レ
プ
リ
カ
か
も
知
れ
ぬ
、
と
後
日
指
摘
し
て

く
れ
た
俳
人
が
い
た
。
そ
の
近
く
に
小
学
校
が
あ
り
、
半
日
授
業
な
の

か
お
祭
な
の
か
、
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
出
て
く
る
。
校
門
の
出
口
に

何
軒
か
出
店
が
並
び
、
子
ど
も
た
ち
は
早
速
お
や
つ
を
買
っ
て
食
べ
て

い
る
。
そ
の
元
気
な
風
景
に
心
安
ら
ぐ
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
後
日
、
コ
ロ
ン
タ
ウ
ン
の
南
に
あ
る
コ
ロ
ン
島
の

湾
に
は
第
二
次
世
界

大
戦
で
、
日
本
軍
の

艦
船
が
十
数
隻
撃
沈

さ
れ
、
い
ま
も
海
底

に
沈
ん
で
い
る
と
い

う
事
実
を
知
っ
た
。

穏
や
か
と
も
見
え
る

島
人
の
生
活
の
裏
に
、

日
本
軍
の
悲
劇
も
隠

れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
日
本
人
へ
の
感
情
は
多
少
複
雑
か
も
知
れ
な
い

と
思
う
。 

 
 

 

■
二
月
二
十
二
日
（
木
） 

 

今
日
は
マ
ニ
ラ
寄
港
の
日
な
の
で
、
俳
句
教
室
は
な
い
。
マ
ニ
ラ
歴

史
地
区
一
日
バ
ス
ツ
ア
ー
が
空
い
て
い
た
の
で
参
加
し
た
。
こ
の
時
期
、

マ
ニ
ラ
は
乾
季
で
、
日
差
し
も
強
い
。
ツ
ア
ー
で
は
、
特
に
旧
市
内
と

言
わ
れ
る
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
を
歩
い
た
。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
、
一
六
〇

〇
年
頃
建
造
の
サ
ン
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
特

権
階
級
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
窺
え
る
カ
ー
サ
マ
ニ
ラ
、
マ
ニ
ラ
大
聖
堂
。

そ
し
て
、
ソ
フ
ィ
ホ
テ
ル
で
多
国
籍
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
昼
食
。

そ
の
後
、
モ
ー
ル
・
オ
ブ
・
ア
ジ
ア
と
い
う
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
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ー
ル
で
、
買
い
物
。
私

は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
方
へ
足
を
伸
ば

す
。
ち
ょ
と
し
た
お
土

産
な
ど
を
見
つ
け
る
。

帰
り
、
リ
サ
ー
ル
公
園

を
車
窓
か
ら
見
る
。 

 
 

こ
の
中
で
一
番
の
見

所
は
、
ス
ペ
イ
ン
統
治

時
代
の
史
跡
で
あ
る
城
塞
都
市
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
だ
。
特
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
革
命
の
英
雄
ホ
セ
・
リ

サ
ー
ル
（J

o
s
e

 
R

iz
a

l

：
一

八
六
一
～
一
八
九
六
）
の
記

念
館
が
特
に
印
象
的
だ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
マ
ゼ
ラ
ン

の
到
達
後
、
ス
ペ
イ
ン
人
た

ち
に
次
々
と
占
領
さ
れ
、
マ

ニ
ラ
陥
落
の
一
五
七
一
年
以

降
三
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
ス

ペ
イ
ン
に
よ
る
統
治
時
代
が

続
い
た
。
そ
の
と
き
の
独
立

運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
の
が

リ
サ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
捕
え
ら
れ
若
く
し
て
銃
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ

の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
日
本
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
戦
闘
で

城
塞
内
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
統

治
時
代
の
面
影
が
い
ま
で
も
所
々
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
サ
ン
チ
ャ

ゴ
要
塞
の
片
隅
に
は
、
日
本
軍
の
占
領
下
に
、
多
数
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

が
地
下
牢
に
閉
じ
込
め
ら
れ
満
潮
時
に
水
死
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ

の
地
下
牢
も
残
っ
て
い
る
。 

 
 

革
命
の
悲
史
火
炎
木
の
明
る
さ
に 

 

マ
ニ
ラ
は
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
戦
闘
後
に
市
街
戦
が
展
開
さ
れ
た

場
所
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
の
心
境
は
さ
ぞ
複
雑
か
と
思
わ
れ
る
が
、

地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は
日
本
語
で
し
っ
か
り
と
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

夜
は
中
島
弘
幸
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
そ
の
後
、
マ
ニ
ラ
か
ら

乗
っ
て
き
た
エ
ン
タ
や
講
師
た
ち
と
挨
拶
す
る
。
そ
の
中
に
世
界
で
活

躍
中
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
中
千
尋
さ
ん
も
い
た
。「
私
は
俳
句
の
講

師
で
す
」
と
自
己
紹
介
し
た
ら
、
小
澤
實
さ
ん
や
川
上
弘
美
さ
ん
に
会

っ
た
こ
と
が
あ
り
、
俳
句
に
関
心
が
あ
り
ま
す
、
と
笑
顔
が
返
っ
て
き

た
。
同
行
の
お
母
さ
ま
共
々
、
明
日
の
俳
句
教
室
に
来
て
く
だ
さ
る
と

の
こ
と
。
大
変
う
れ
し
い
出
会
い
と
な
っ
た
。 

 
■
二
月
二
十
三
日
（
金
） 

 

マ
ニ
ラ
を
出
港
、
い
よ
い
よ
神
戸
、
横
浜
に
向
け
て
最
後
の
航
海
だ
。

一
日
中
、
波
が
少
し
高
く
、
船
も
い
つ
も
よ
り
揺
れ
る
が
私
は
大
丈
夫
。
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講
師
や
エ
ン
タ
の
中
に
は
酔
い
止
め
の
注
射
を
受
け
た
人
も
い
た
。 

 

朝
七
時
か
ら
三
十
分
ほ
ど
、
篠
原
さ
ん
の
顔
ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
の

教
室
に
初
出
席
。
顔
に
は
小
さ
い
筋
肉
が
三
十
以
上
あ
る
そ
う
だ
。
そ

の
い
ろ
い
ろ
な
顔
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
顔
の
た
る
み
や

ほ
う
れ
い
線
な
ど
を
解
消
で
き
る
ら
し
い
。
み
ん
な
手
鏡
を
手
に
取
り
、

い
っ
せ
い
に
舌
を
出
し
て
「
あ
っ
か
ん
べ
ー
」
を
す
る
。
舌
の
付
け
根

が
微
妙
に
意
識
さ
れ
る
。
こ
の
教
室
で
は
、
顔
の
み
な
ら
ず
、
体
全
体

も
ゆ
っ
く
り
と
解
き
ほ
ぐ
す
。
三
十
分
な
が
ら
特
に
首
の
あ
た
り
が
す

っ
き
り
し
た
。 

 
 

顔
ヨ
ガ
の
朝
焼
く
づ
す
あ
っ
か
ん
べ
ー 

 

一
方
、
私
の
俳
句
教
室
は
残
り
三
回
。
今
日
は
俳
句
の
象
徴
に
つ
い

て
話
す
。
前
日
知
り
合
っ
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
中
さ
ん
も
お
母

さ
ま
と
共
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
る
。
船
が
い
つ
も
よ
り
揺
れ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
テ
キ
ス
ト
を
見
な
く
て
済
む
よ
う
に
配
慮
し
た
。 

 

夕
食
後
は
、
そ
の
山
中
千
尋
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
る
。

音
の
一
つ
一
つ
が
ク
リ
ア
で
強
い
光
を
放
つ
。
心
の
中
の
風
景
が
ジ
ャ

ズ
の
音
に
な
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
。
さ
す
が
に
世
界
的
な
活
躍
を
し
て

い
る
演
奏
者
だ
と
感
動
す
る
。 

 
 

音
に
な
り
音
を
生
み
つ
ぐ
夜
涼
か
な 

 

演
奏
家
の
人
た
ち
と
も
食
事
を
毎
回
共
に
し
て
い
る
が
、
食
事
の
と

き
の
無
防
備
と
い
う
ほ
ど
の
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
素
顔
と
、
舞
台
の
時
の

集
中
し
て
い
る
と
き
の
表
情
が
ま
っ
た
く
違
う
。
こ
の
落
差
に
い
つ
も

感
心
す
る
。 

 

■
二
月
二
十
四
日
（
土
） 

 

波
は
す
こ
し
収
ま
っ
た
が
、
時
折
船
は
揺
れ
る
。
今
朝
も
顔
ヨ
ガ
＆

ス
ト
レ
ッ
チ
の
教
室
に
参
加
す
る
。
息
を
使
い
な
が
ら
の
ス
ト
レ
ッ
チ

は
今
後
に
も
役
立
ち
そ
う
だ
。
顔
が
す
っ
き
り
し
、
滑
舌
に
も
効
果
が

あ
る
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
体
が
活
動
の
モ
ー
ド
に
入
っ
た
気
が
す

る
。 

 

俳
句
の
教
室
は
、
芭
蕉
か
ら
四
Ｓ
ま
で
の
作
家
の
代
表
句
の
鑑
賞
の

第
一
回
目
。
自
分
で
解
説
を
し
て
い
る
と
、
昔
の
俳
句
か
ら
思
わ
ぬ
も

の
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
。
楽
し
く
九
十
分
は
過
ぎ
た
。 

夕
食
後
は
、
謙
信
＆
竹
美
の
和
太
鼓
・
津
軽
三
味
線
・
民
謡
の
ト
リ

オ
の
演
奏
を
楽
し
む
。
相
変
わ
ら
ず
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
に
惹
き

込
ま
れ
る
。
日
本
の
音
楽
と
言
っ
て
も
、
現
代
性
を
ふ
ん
だ
ん
に
感
じ

さ
せ
る
曲
想
で
あ
り
、
演
奏
で
あ
っ
た
。
今
回
い
ろ
い
ろ
と
出
合
っ
た

若
い
人
た
ち
の
瑞
々
し
い
演
奏
に
希
望
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
あ

る
ま
い
。 

就
寝
前
に
時
計
を
一
時
間
進
め
る
。
こ
れ
で
日
本
と
同
じ
時
間
に
戻

っ
た
。 

 

■
二
月
二
十
五
日
（
日
） 

 

沖
縄
沖
を
航
行
中
。
す
こ
し
涼
し
く
感
じ
る
。
少
な
く
と
も
熱
帯
か
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ら
は
完
全
に
脱
け
出
し
て
い
る
。
朝
、
顔
ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
の
教
室

に
参
加
し
、
そ
の
後
、
竹
村
さ
ん
の
指
導
し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
の
発
表

会
を
見
に
行
く
。
指
揮
者
は
い
な
い
が
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
皆
の
び
の

び
と
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
、

な
ん
と
竹
村
さ
ん
が
「
城
ヶ
島
の
雨
」「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
を
独
唱
。
艶
あ

る
バ
リ
ト
ン
の
滔
々
と
し
た
歌
声
に
皆
う
っ
と
り
す
る
。
合
唱
は
じ
め
、

ど
の
教
室
も
そ
ろ
そ
ろ
最
終
回
に
入
っ
て
き
て
い
る
。 

 
 

ア
カ
ペ
ラ
の
バ
リ
ト
ン
が
締
め
夏
の
航 

 

正
美 

 

今
日
は
作
業
日
で
俳
句
教
室
は
お
休
み
。
参
加
者
の
作
品
集
を
作
る
。

一
人
五
句
ず
つ
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
人
数
は
少
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
体
験
か
ら
く
る
物
事
の
捉
え
方
や
感
じ
方
が
率
直
に
出
て
い

て
、
な
か
な
か
捨
て
が
た
い
作
品
集
に
な
っ
た
。
最
後
に
表
紙
を
付
け
、

背
の
部
分
を
貼
り
、
久
々
の
手
作
り
作
品
集
と
な
っ
た
。
私
自
身
、
子

供
の
頃
か
ら
壁
新
聞
や
、
学
級
新
聞
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
工
作
し

た
り
、
手
で
作
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
な
が
ら
、
半
日
ほ
ど
、
一
冊
一
冊
小
さ
な
作
品
集
を
生
ん
だ
。 

 

■
二
月
二
十
六
日
（
月
） 

 

船
は
宮
崎
の
沖
を
北
上
中
。
今
朝
に
か
け
て
す
こ
し
揺
れ
た
が
、
い

ま
は
穏
や
か
で
快
晴
。
今
日
は
最
後
の
講
座
。
私
の
好
き
な
大
正
八
・

九
年
生
ま
れ
の
世
代
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
最
後
に
石
原
八
束
の
生
涯
と

作
品
を
急
行
電
車
く
ら
い
で
解
説
す
る
。
昨
年
、
多
摩
地
区
現
代
俳
句

協
会
で
九
十
分
で
講
演
し
た
内
容
を
三
十
分
く
ら
い
に
短
縮
し
た
も
の

だ
。 

 
 

夕
食
後
は
、
ク
ル
ー
た
ち
の
シ
ョ
ー
で
出
し
物
も
多
彩
。
超
多
忙
と

思
わ
れ
る
毎
日
の
仕
事
の
中
か
ら
時
間
を
割
い
て
練
習
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
に
は
頭
が
下
が
る
の
み
。
皆
パ
ワ
ー
に
満
ち
て
い
て
、
笑
い
満

載
の
一
夕
が
過
ぎ
た
。 

 
 ■

二
月
二
十
七
日
（
火
） 

 

神
戸
港
に
着
岸
。
思
っ
た
ほ
ど
は
寒
く
な
い
。
し
ば
ら
く
デ
ッ
キ
に
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出
て
神
戸
の
海
か
ら
の
景
色
を
堪
能
し
た
。
船
の
お
客
さ
ん
の
半
分
以

上
が
こ
こ
で
下
船
す
る
。
六
甲
山
も
目
に
入
り
、「
秋
」
の
同
人
だ
っ
た

白
井
眞
貫
・
髙
橋
宏
子
夫
妻
を
偲
ん
だ
。
昼
食
の
テ
ー
ブ
ル
は
あ
ち
こ

ち
空
い
て
少
々
寂
し
い
。 

 

荷
物
も
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
日
は
午
後
か
ら
部
屋
に
こ
も
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
音
声
テ
キ
ス
ト
を
聴
き
直
し
て
み
る
。 

 
 

 

■
二
月
二
十
八
日
（
水
） 

 

横
浜
港
に
着
岸
。
港
に
入
る
と
鷗
た
ち
が
次
々
と
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

横
浜
も
晴
。
比
較
的
穏
や
か
だ
。
台
風
な
み
の
嵐
に
追
い
か
け
ら
れ
て

き
た
が
、
な
ん
と
か
先
に
接
岸
で
き
た
よ
う
だ
。
デ
ッ
キ
に
出
て
み
る

と
、
舫
綱
を
岸
壁
か
ら
次
々
と
投
げ
入
れ
て
く
る
。
一
投
も
過
た
ず
に

こ
ち
ら
の
船
に
届
く
。
一
気
に
春
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
私
に

と
っ
て
の
今
年
の
春
は
、
こ
の
港
か
ら
始
ま
る
。
港
、
そ
れ
は
帰
還
す

る
も
の
に
と
っ
て
は
新
た
な
る
こ
と
へ
の
始
点
で
も
あ
る
。 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
山
岸
さ
ん
が
出
迎
え
に
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の

で
、
竹
村
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
、
茶
道
の
原
先
生
と
一
緒
に
軽
い
昼
食
を

取
り
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
つ
い
た
。 

「
秋
」
の
東
京
句
会
が
開
か
れ
て
い
る
日
だ
っ
た
が
、
間
に
合
わ
な

い
の
で
副
主
宰
の
小
笠
原
至
さ
ん
に
一
報
を
し
て
失
礼
す
る
こ
と
に
し

た
。 

 

港
か
ら
春
は
始
ま
り
か
も
め
ど
り 


